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カラムジーン生誕 250 年記念出版 

カラムジーンの『学問、芸術および啓蒙について』は、ロシア文

芸ジャーナリズム史上、近代ロシア文学の方向性を決定づけた最

も重要なマニフェスト論文であり、思想史上においても国家社会論

として看過すべからざる論考である。しかし、ソ連時代から今日にい

たるまで、なぜ、そのテクストは改竄され、真実が隠蔽されてきたの

か。カラムジーン生誕 250 年の今年、杉山春子編著『学問、芸術および啓蒙について、―考訂定

本、翻訳、原典批評―』はマニフェスト論文の全容を明らかにし、本邦初訳と詳細な訳注は 18 世

紀ロシアとヨーロッパ思想の世界に読者をいざなう。 

本書は原典批評によって新たな作品解釈の可能性、すなわち、ロシア文学、思想の基底にか

かわる新たな事実を浮き彫りにし、ロシア文学におけるヒューマニズムの源泉を明らかにするもの

である。ロシア文学愛好者必読の書であり、教養書としても親しみやすい解説付き。 
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